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c大 学 演 習林共 同研 究 ス ギ品種 地域 連 絡試 験

宮 島 寛 。 宮崎 安 貞 。 保 坂 保

標記の試験研究を九州大学付属演習林、その他に知いて共同で行なうことにな9、 九州大学粕

屋演習林では新建団地14林 班ぬ小班a23haを 試験地として昭和43年5月 に設定した。そ

の目的と方法については次のとおりである。

1)目 的

スギ品種比較を各試験 と共同のもとに連絡試験 とする目的は、品種適応性を明らかにして、奨

励すぺ き優良品種を決定するための情報を得 ようとするところにある。

2)試 験 地

上述の目的を達成するための地域を環境要因とする連絡試験の見地から試験設計上の問題点は

第1に 代表的試験地として一様性をもつ こと、第2に 気候の代表性を満足し平均生長決定の正確

度を高めるために適当な反復数 と試験年数をもつ こと、第3に 品種反応差の理由をできるだけ追

求しうることなどが可能でなげれば表 らないと考える。そ こで試験地はこれ らの点を考慮して、

粕屋演習林以外では次の5つ に設定 した。

(1)鹿 大高隈演習林(南 九州)

(2)宮 大田野演習林(中 部九州、低地林)

(3)九 大宮崎演習林(中 部九州、山岳林)

(4)日 田林工高校(北 九州)

(5)愛 媛大学演習林(四 国)

5)植 栽 樹 種(実 験材料)

これまでに各地で行なわれた試験成績訟よび分析結果の例を参考にして検討 したが、スギ品種は

生長量の大小を基準とすれば、大(生 長の早い もの)、 中(生 長の中庸のもの)、 小(生 長晩生

のもの)の3グ ループに大別することができるのではないかと考える。そこで九州南部地域誇よ

び同北部地域の代表的在来品種を各グループからそれぞれ2品 種ずつ選んだ。

昭 和42年 度 試 験 用 ス ギ 品種



粕屋 置沓林 の試験地に論い ても上表の全品種 を植栽 した。

4)方 法(実 験計画)

方 法は5プ ロツクの乱塊 法に よる こととする。 すなわち、1プ ロツクは5x6-50本 で あ9、

1試 験地の品種 をこみに した本数は6品 種、5反 復なので30x6♪(5=900本 と なる。植栽

方式は1.6皿x1.6mの 正 方形植えで あるか らha当9本 数 約3、900本 で ある。植付け法は な

るべ く丁寧に行ない、1人1日100本(小 運搬を含む)程 度 とす る。粕屋 演習林vatsけ る試験

地 内での プロ ン ト割付け(番 号は品種 を示す)は 下表 の と於 りで ある。 この試験地の面積は縦

48m、 横48m、 約O.23ha程 度 と予想され る。

過 去1力 年 間 の 研 究 報 告

前田 武彦 ・宮島 寛:ヒ ノキ初生葉 の展開節数における変動に 関す る調査

日林九支講雁21.1967.10

宮 島 寛 ・吉良今 朝芳
:省 力的育林技術 に閾す る研 究(第5報)

荒 上 和 利 ・石津 一 実
日林九支講,4621.1967.10

宮 島 寛:省 力造林技術 の改善 を図れ

林 業技術廠510.1968,1

前 田 武彦 ・宮島 寛:eノ キの変 異に 関す る研 究(第1報)

第79回 日林講1968,4


